
三
内
丸
山
遺
跡
で
は
、
遺
跡

に
関
す
る
学
術
的
解
明
や
そ
れ

に
基
づ
く
発
掘
調
査
計
画
の
検

討
を
行
う
た
め
に
発
掘
調
査
委

員
会
を
設
け
て
お
り
、
七
月
三

日
、
今
年
度
第
一
回
目
の
委
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
委
員

は
、
事
務
局
か
ら
今
年
度
の
発

掘
調
査
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
後
、
年
代
を
知
る
手
が
か
り

と
な
る
土
器
や
炭
化
物
が
多
量

に
見
つ
か
っ
て
い
る「
西
盛
土
」

の
発
掘
現
場
に
お
い
て
、
竪

穴
住
居
跡
や
土
器
片
が
重
な

り
合
っ
て
数
多
く
出
土
し
て

い
る
状
況
等
に
つ
い
て
、
指

導
助
言
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
、
今
後
の
特
別
研
究

推
進
事
業
に
つ
い
て
も
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。
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土
の
厚
さ
は
丘
の
頂
上
付
近
で

約
一
・
八
ｍ
で
、
出
土
し
た
土

器
の
特
徴
か
ら
縄
文
時
代
前
期

末
（
約
五
、
〇
〇
〇
年
前
）
〜

中
期
末
（
約
四
、
〇
〇
〇
年
前
）

頃
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
て
い
ま
す
。
今
回
の
調
査
で

は
、
さ
ら
に
細
か
く
盛
土
を
構

成
す
る
各
層
に
含
ま
れ
る
土
器

の
年
代
を
調
べ
、
西
盛
土
に
重

ね
て
捨
て
ら
れ
て
い
る
土
層
の

詳
し
い
年
代
の
確
認
を
行
い
ま

す
。

③
土
層
の
観
察

土
層
の
厚
さ
や
混
入
物
の
特

徴
を
整
理
し
、
現
在
の
厚
さ
に

な
る
ま
で
に
か
か
っ
た
期
間
や

一
度
に
捨
て
ら
れ
た
土
の
量
を

調
べ
、
盛
土
が
ど
の
よ
う
に
作

ら
れ
た
の
か
調
べ
ま
す
。
ま
た
、

盛
土
の
中
で
火
の
焚
か
れ
た
あ

現
在
、
縄
文
時
遊
館
か
ら
展

示
室
へ
と
向
か
う
園
路
沿
い
左

手
に
は
小
高
い
雑
木
林
の
丘
が

見
え
ま
す
。
平
成
六
年
に
、
遺

跡
の
広
が
り
を
調
べ
る
目
的

で
、
試
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
丘
の
頂

上
付
近
か
ら
南
北
一
〇
〇
ｍ
、

東
西
六
〇
ｍ
に
わ
た
り
大
量
の

土
器
・
石
器
、
土
偶
や
装
身
具

が
出
土
し
、
赤
土
（
ロ
ー
ム
）

を
多
量
に
捨
て
た
こ
と
に
よ
っ

て
で
き
た
盛
土
も
り
ど

の
存
在
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
発
掘

調
査
地
点
は
、
盛
土
が
見
つ
か

っ
た
雑
木
林
の
丘
の
周
辺
に
な

り
ま
す
。

①
範
囲
の
確
認

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、
展

示
室
よ
り
北
側
に
か
け
て
の
盛

土
の
広
が
り
が
未
確
認
で
し

た
。
今
回
の
調
査
で
は
、
ト
レ

ン
チ
と
呼
ば
れ
る
調
査
用
の
溝み
ぞ

を
展
示
室
南
側
に
設
定
し
、
そ

の
範
囲
内
を
発
掘
し
現
れ
る
土

の
特
徴
か
ら
西
盛
土
北
端
の
確

認
を
行
い
ま
す
。

②
年
代
の
確
認

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
西
盛
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と
や
、
建
物
が
建
て
ら
れ
た
あ

と
が
な
い
か
確
認
を
行
い
ま
す
。

④
土
の
回
収
・
調
査

捨
て
ら
れ
た
土
の
中
に
は
炭

に
な
っ
た
木
が
多
量
に
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
食
料
と
な
っ
た
木

の
実
や
動
物
の
骨
、
石
器
を
作

っ
た
際
に
で
き
る
小
さ
な
石
屑
い
し
く
ず

な
ど
が
見
つ
か
る
こ
と
も
多

く
、
小
さ
な
遺
物
の
内
容
に
も

注
意
を
し
て
、
当
時
の
人
々
の

暮
ら
し
に
つ
い
て
の
情
報
を
集

め
ま
す
。

⑤
家
や
墓
の
調
査

西
盛
土
の
西
端
付
近
に
は
盛

土
と
竪
穴
住
居
跡
が
重
な
り
あ

っ
て
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
子
供
の
墓
と
し
て
考
え
ら

れ
て
い
る
埋
設
土
器
が
盛
土
の

中
で
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
縄

文
時
代
の
ム
ラ
の
中
で
、家
・
お

墓
・
盛
土
が
ど
の
よ
う
に
広
が

り
、そ
れ
が
長
い
年
月
の
中
で

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
調
べ

て
い
き
ま
す
。

埋設土器（子どものお墓）

現地指導の様子

5月20日から三内丸山遺跡の発

掘調査が始まりました。今年度

は、遺跡西部に位置する「西盛土」

を中心に調査を行っています。

発
掘
調
査
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

発掘調査現場の様子

発
掘
調
査
進
行
中

発
掘
調
査
進
行
中
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ま
し
た
。

片
石
君
に
は
、
記
念
証

な
ど
の
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

片
石
君
は
、「
三
内
丸

山
遺
跡
の
こ
と
は
授
業
で

勉
強
し
ま
し
た
。
び
っ
く

り
し
た
け
ど
、う
れ
し
い
」

と
話
し
て
、
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
と
一
緒
に
遺
跡
や
展
示

室
を
見
学
し
ま
し
た
。

七
月
十
日
に
平
成
六
年

八
月
の
一
般
公
開
か
ら
の

遺
跡
見
学
者
が
五
五
〇
万

人
に
達
し
ま
し
た
。

当
日
、
縄
文
時
遊
館
に

お
い
て
、
マ
ス
コ
ッ
ト
の

「
さ
ん
ま
る
」
ら
に
迎
え

ら
れ
、
修
学
旅
行
で
本
県

を
訪
れ
た
北
海
道
乙
部
町

立
栄
浜
小
学
校
六
年
の
片

石
直
樹
君
が
五
五
〇
万
人

目
の
遺
跡
見
学
者
と
な
り

三
内
丸
山
遺
跡
で
は
、
多
く

の
方
々
に
縄
文
時
代
に
つ
い
て

興
味
・
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
体
験
学
習
「
縄
文

教
室
」
や
講
義
・
見
学
・
体
験

を
組
み
合
わ
せ
た
「
三
内
丸
山

縄
文
講
座
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

縄
文
教
室
は
小
学
校
三
年
生

以
上
を
対
象
と
し
て
、
縄
文
時

平
成
二
十
一
年
一
月
五
日
、

「
北
海
道
・
北
東
北
を
中
心
と

し
た
縄
文
遺
跡
群
」
が
ユ
ネ
ス

コ
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
入
り

し
、
我
が
国
の
正
式
な
世
界
遺

産
の
候
補
に
な
り
ま
し
た
。
青

森
県
で
は
、
縄
文
遺
跡
群
の
価

値
や
魅
力
を
多
く
の
方
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
様
々
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

七
月
十
日
に
は
、
八
戸
市
立

旭
ヶ
丘
小
学
校
で
「
〜
未
来
へ

つ
な
ぐ
青
森
県
の
宝
〜
世
界
遺

産
縄
文
講
座
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
三
村
申
吾
青
森
県

知
事
が
登
場
し
、
各
地
の
世
界

遺
産
を
紹
介
し
た
ほ
か
、
世
界

遺
産
登
録
を
目
指
す
縄
文
遺
跡

の
価
値
を
説
明
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
知
事
の
問

い
か
け
に
元
気
い
っ
ぱ
い
に
答

え
、
会
場
に
置
か
れ
た
縄
文
土

器
を
持
っ
た
り
、
縄
文
人
の
マ

ネ
キ
ン
と
背
比
べ
し
な
が
ら
、

あ
ら
た
め
て
縄
文
遺
跡
に
興
味

を
示
し
て
い
ま
し
た
。

「
北
海
道
・
北
東
北
を
中
心

と
し
た
縄
文
遺
跡
群
」
は
、
青

森
県
、
北
海
道
、
岩
手
県
、
秋

田
県
の
四
道
県
に
あ
る
十
五
の

縄
文
遺
跡
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
四
道
県
の
知
事
が
平

成
二
十
一
年
六
月
一
日
、
協
定

書
を
取
り
交
わ
し
て
、
世
界
遺

産
登
録
に
向
け
て
協
力
し
あ
う

こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

四
道
県
は
、
こ
れ
か
ら
の
四

年
間
で
「
世
界
遺
産
登
録
推
薦

書
案
」を
作
成
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
縄
文
文
化
を
紹
介
す
る

四
道
県
共
通
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

五
か
国
語
で
作
成
す
る
ほ
か
、

縄
文
文
化
を
海
外
の
専
門
家
に

紹
介
す
る
た
め
の
説
明
会
を
ロ

ン
ド
ン
で
開
催
し
ま
す
。

青
森
県
で
も
、
十
月
二
十
日

か
ら
十
一
月
二
十
三
日
ま
で
特

別
展
「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄

文
〜
ひ
と
・
く
ら
し
・
ま
つ

り
・
交
流
〜
」
を
青
森
県
立
郷

土
館
で
開
催
し
ま
す
。こ
の
他
、

○休館日

12月30日～1月1日

○遺跡の開園時間

午前9時～午後6時（6月～9月）

午前9時～午後5時（10月～5月）

○交通機関

青森市営バス

ＪＲ青森駅から②番乗り場「運転免許センター

行き」、「三内丸山遺跡」で下車

料金300円

○展示室の定時案内

1日3回（約20分）

（10時50分～、午後1時50分～、午後3時50分～）

問い合わせ：017－781－6078

○ボランティアガイドの定時案内

1回目は9時15分から

その後は10時から1時間ごと、最終は午後4

時から

問い合わせ：017－766－8282

縄文講座の様子

代
と
同
様
の
素
材
を
用
い
て
、

道
具
を
作
っ
た
り
使
っ
て
み
る

教
室
で
す
。
今
後
、
石
斧
を
使

っ
て
木
を
切
り
倒
す
石
斧
伐
採

体
験
、
動
物
の
骨
を
使
っ
た
針

作
り
、
貝
殻
を
使
っ
た
海
の
ア

ク
セ
サ
リ
ー
作
り
を
行
う
予
定

で
す
。

ま
た
、
新
た
な
企
画
と
し
て

高
校
生
以
上
を
対
象
に
「
三
内

丸
山
縄
文
講
座
」
を
始
め
ま
し

た
。今
年
は
全
四
回
の
予
定
で
、

第
一
回
は
「
三
内
丸
山
遺
跡
と

縄
文
文
化
」
と
題
し
て
、
発
掘

調
査
現
場
の
見
学
と
と
も
に
、

七
月
十
八
日
に
開
催
し
ま
し

た
。
九
月
以
降
、
第
二
回
「
縄

文
時
代
の
ム
ラ
の
よ
う
す
」
と

遺
跡
見
学
、
第
三
回
「
縄
文
時

代
の
道
具
」
と
展
示
室
見
学
、

第
四
回「
縄
文
時
代
の
ま
つ
り
」

遺跡見学者
県
内
の
縄
文
遺
跡
を
英
語
で
紹

介
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成

や
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る

な
ど
、
様
々
な
行
事
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

第 1 回企画展第 1 回企画展

と
遺
物
整
理
体
験
（
土
器
接

合
・
拓
本
取
り
他
）
を
行
う
予

定
で
す
。

縄
文
教
室
・
三
内
丸
山
縄
文

講
座
と
も
に
参
加
無
料
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
定
員
が
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。
お
気
軽
に
展
示

室
（
分
室
）
に
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

石斧体験

遺跡見学者


